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宅島2000年噴火と工コツーリズム 

財日本野鳥の会サンクチュアリセンター 

三宅島自然ふれあいセンター アカコツコ館 山本 裕 

K2OOO年噴火の自然p.,、の影響 

日本野鳥の会埼玉県支部では1988年
以来、毎年春に三宅島での探鳥会を実

施されているので、島の自然には馴染

みのある方が多いのではないかと思い

ます。 

夜10時過ぎに船に乗り込み、早朝、 

三宅島に降り立つと、まず聞こえてく

るのがイソヒョドリやウチヤマセンニ

ュウのさえずりです。次いで森へ出か

けると、イイジマムシクイやアカコッ

コ、オーストンヤマガラなどの伊豆諸

島を代表する野鳥たちが私たちを迎え

てくれます。三宅島は別名‘‘パードア

イランド”と呼ばれるほど鳥の密度が

高く、身近に鳥が観察出来る場所です。 

2000年噴火前には関東周辺を始めとし

て各地からパードウォッチャーが島を

訪れていました（写真 1)0 

写真1：三宅島へと向かう定期連絡船（1999年5 
月17日）夜、竹芝桟橋を出発し、早朝、三宅島に

到着する 

この野鳥の楽園に約17年ぶりの火山

活動が始まったのは昨年 6 月のことで

す。今回の噴火は古文書に最初の噴火

記録のある1085年から数えて15回目

の噴火となります。 

火山活動は何の前触れもなく突然始

まりました。 9 月 4 日に全島民が避難

する時までに、地表へのマグマの流出

こそないものの、 7月 8日の山項噴火  

と山項の陥没、7月14、15日、8月10日、8 
月18日及び8月29日と立て続けに噴火

が起き、粒子の細かな大量の火山灰が

火口から噴出しました（写真 2)。 

写真 2：全島避難時直前の大路池（2000年9月 3 
日）薄らと灰に覆われている。 

一連の噴火では、メジロ、イイジマ

ムシクイ、カラスバトなどの死体が確

認された他、ヒョドリ、カワラヒワな

どが灰まみれになった状態で保護され

ました。 

7月 8 日タ方の噴火では、山頂部に

広がっていた八丁平カルデラ（南北1. 
8 km×東西1. 6km）で大規模な陥没

が起こり、カルデラ内に広がっていた

ハチジョウイヌツゲやハチジョウスス

キなどが自生する草原と特異な火山地

形が失われました。山頂の陥没は約25 
00年ぶりの出来事と言われています。 

八丁平は 4 月下旬から 8月にかけて渡

来するウチヤマセンニュウの島内有数

の繁殖地で、個体群へ大きな影響が出

たものと考えられます。火山灰は夏季

の卓越風である南西風によって、島の

北側から北東側にかけての森林に降り、 

島の約1/4の面積が灰に覆われまし

た。灰は樹木の葉や枝に付着し、その

重みで枝が折れたり、倒木などの被害

が出ました。 7月下旬からは山腹に積 



もった灰が雨によって流され、主に島

の東側や北東側の森林で泥流が発生し

ました。8月18日の大噴火では島全体

が灰で覆われ、 8 月29日の噴火では低

温の火砕流が発生するなど、野鳥の生

息地として大切な森林が失われていま

す。現在は山頂付近にはほとんど樹木

がなく、山麓を中心に森林が残ってい

ます（写真 3)0 

山項付近の植生が回復するには、し

ばらく時間がかかるものと思われます。 

写真3：三宅島遠景（2001年 5月11日）山頂付近

にはほとんど植物がなく、山麓にまとまって緑が

残されている。 

◇火山ガスによる影響 

昨年9月以降は、火口からの火山灰

の噴出はほとんどなくなったものの、 

大量の火山ガスが放出されるようにな

りました （写真 4)0 

写真 4：阿古林道付近の様子（加01年6月16日） 

手前は1983年噴火の際に流れ出た溶岩。遠方は火

山ガスのためにかすんでみえる新濡池跡地。 

火山ガスの放出は今なお継統してお

り、一日あたりの火山ガスの量は1-' 

3万トンと世界的にも稀な量です。こ  

うした火山活動による野鳥や自然への

影響調査が、現在東京都により行われ

ています。アカコッコやイイジマムシ

クイといった貴重な野鳥に加えて、オ 

ーストンヤマガラ、モスケミソサザイ、 

ミヤケコゲラ、タネコマドリといった

伊豆諸島南部の島々を特徴づける 4亜

種への影響が心配です。 

火山ガスの風下になることの多い島

の東側と北東側、南西側の森林ではス

ギなどの針葉樹で枯死や葉の変色が見

られています（写真 5)0 

写真 5【「三七山」付近の様子（2001年6月16日） 

茶色く変色しているのがスギ植林地。 

常緑広葉樹でも葉が落ちたり、幹か

ら直接、葉が出る「胴吹き」と呼ばれ

る現象が起きています。山麓では島の

南側と北西側には比較的まとまって森

林が残っていますが、今後火山活動に

よって影響を受けた野鳥の個体群が回

復していく過程では、この残された森

林が種の供給源として重要な役割を果

たすことになるでしょう。今残ってい

る森林を手つかずでできる限り広い面

積で保全していくことが必要です。 

◇残された自然とエコツーリズムの可

能性 

今後、火山活動が収まり、島の復興

を考えていくうえで大切になるのは、 

今残っている自然を軸にした観光です。 

残っている島の自然を見に訪れる人々

がどれだけ島の経済に寄与するかに島

の将来はかかっています。 



2000年噴火以前の自然観光の主要な

テーマは、 「野鳥」と「海」 でしたが、 

新たに「火山」が大きなテーマとして

取り上げられることと思います。さら

に、三宅島の伝統的な文化として知ら

れている「三宅太鼓」や食文化として

成り立っているアシタバやクサヤ、テ

ングサなどの産業が、将来の三宅島観

光を彩ってくれるでしょう。その際に

は大規模な観光ツアー（マスツーリズ

ム）ではなく、地域の自然や文化を守

りつつ、有効に活用していく「エコツ 

ーリズム」の概念に則った小規模のツ

アーを誘致していくことが、三宅島の

成功につながっていくことと思われま

す。このエコツーリズムを実践してい

く上で大切なのが、 

①プログラムが参加者にとって楽し

く、かつ有意義であること 

②三宅島への経済的なメリットがあ  

ること 

③三宅島の自然の価値を訪問者と地

域住民の双方が理解していること

④科学的な調査・研究に基づいた自

然資源の管理と情報提供が行われ

て t、ること 

⑤ェコツーリズムの対象となる野生

生物とその生息環境が保護されて 

t、ること 

といった 5 項目です。 

現在は、島には戻れない状況が続い

ていますが、この 5 項目がきちんと実

施できるような仕組みづくりを今のう

ちに進めて置く必要があります。私た

ちは、そのための努力を惜しんではな

りません。そして、一日も早く元のよ

うに静かな島になり、多くのバードウ

ォッチャーがまた三宅島を訪れる日が

来ることを心から願っています。 

はみ出し行事案内 

栃木県・奥日光探鳥会（要予約） 

期日】11月 8日（木） 

集合：午前 7時、JR大宮駅西口代々木ゼ 

ミナール前。 

交通】往復とも貸し切りバスを利用。 

帰着】当日午後 6時ごろを予定。 

費用】4,000円の予定（バス代、高速料、 

保険料など）。万一過不足の場合は 

当日精算。 

定員】20名（先着順、県支部会員優先）。 

申し込み】普通はがきに住所、氏名、年齢、 

電話番号を明記して、中村策男 

まで。 

担当】中村（築）、楼庭、新井（良）、赤坂 

見どころ】早くも初冬の装いとなった奥日

光。カラ類、アカグラ、ゴジュウカ

ラ、キバシリ、ツグミ、マヒワ、ア

トリなどの冬鳥のあのかわいい姿を

求めて、光徳牧場から逆川・湯川沿

いに戦場ケ原を抜けて、赤沼までの

約 7 kmを歩きます。しっかりした

足持えと、お弁当や雨具・防寒具の

用意もどうぞお忘れなく。 

長野県・白馬山麓探鳥会（要予約） 

期日】11月10日（土）-11月11日（日） 

集合】10日午前 9時15分、JR長野駅西口 

（善光寺口）駅前広場。 

交通】「あさま551号」（東京 7 : 00→大宮 

7 】 26→熊谷 7 】 40→高崎 7 】 54-+ 

長野 8 : 50着）、または「あさま 1 

号」（東京 7 : 32→大宮 7 : 56→長

野 8 】 57着）。 

費用】10,000円の予定（1マ自 3食、現地バ

ス代、保険料など）。万一過不足の

場合は当日精算。集合地までの往復

交通費は各自負担。 

定員】20名（先着順、支部会員優先）。 

申し込み】往復はがきに住所、氏名、年齢、 

性別、電話番号、参加回数を明記し

て、小池一男 

まで。 

担当】小池（一）、小池（順）、岡安 

見どころ】白馬の秋、アフターの温泉等々。 

ご注意】◆初参加の方歓迎です。申し込み

はがきに初参加を明記してください。 

◆宿泊は男女別の相部屋です。個室

はご用意できません。 

-4- 



2001年 ガン。力モ・ハクチョウ類調査報告 
日本野鳥の会埼玉県支部研究部 

本年は1月13-14日を中心に調査が行われ

ました。昨年は悪天候で十分な調査ができま

せんでしたが、今年はほとんどの調査地のデ 

ータが得られました。10年ほど前までと比べ

て、昭和池や武蔵丘陵森林公園で数が減って

いるのが目立ちますが、その他は大きな変化

は見られません。吉見町の大沼は工事中のた

め記録がゼロとなっています。種数は18で例

年並みです。調査にご協力いただいた方々に 

厚く御礼申し上げます。 	（森本団夫） （川本町にて 山内 元） 
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ラコバト調査にご協力を 
日本野鳥の会埼玉県支部 シラコバト見つけ隊い 

めっきり秋らしくなり、シラコバトの繁殖

もー段落となったようです。これからは刈り

入れ後の田圃や畜産農家に集まり始め、その

姿が見つけ易くなってきます。 

皆様からの観察報告は現在1000件を越え、 

観察ェリアも西は熊谷市、北は栃木県佐野市、 

大平町など、第 3次メッシュにして271にの

ぽります。 

シラコバト調査も本年12月末をもってーつ

の区切りとし、報告書をまとめる作業に移り

ます。 

残りの 3 ケ月間、皆様のフィールドノート

に埋もれていたり、新たに観察したシラコバ

トの情報を支部宛に報告をお願いいたします。 

報告は観察報告だけでなく、営巣行動や繁  

殖について、また、気が付いた行動様式など、 

シラコバトについてなら何でもかまいません。 

特に次の地域の報告をお待ちしています。 

＠川口～桶川間の市街地や荒川左岸の地城 

O羽生、騎西、妻沼地域 

⑥熊谷周辺から北部・西部地域 

＠見沼田圃東岸（大宮、岩槻、浦和、越谷） 

＠草加市、八潮市、三郷市 

報告書は支部事務所へ FAXか郵送でお願

いいたします。また、インターネットの支部

ホームページから Excel ファイルの様式がダ

ウンロードできます。メールをお使いの方は

添付ファイルでお送りいただいても結構です。 

よろしくお願いいたします。 
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シラコバト生息分布（2001年 7月末集計分） 
■1件の報告で10羽以上 

ロ10羽未満 



岩槻市長宮 ◇9月号野鳥情報掲載の川通公

園（工事中）で繁殖していたコアジサシ情 

報の統報です。7月13日午後 1時頃、猛暑

の中、コアジサシのヒナ 9羽を確認。7羽

は土盛りの草かげにいた。すでに巣立って

いった幼鳥も 5羽ほどいる。7月16日午後 

1時頃、コアジサシのヒナ 5羽確認。 7月 

19日午後1時頃、コアジサシのヒナ 3羽確

認、あと1羽死んでいる様子。 7月24日以 

後はヒナの姿を確認できず。すべて巣立っ

てくれたのならうれしいのだが。結局、岩

槻市は工事を1ケ月延期してくれた（鈴木

紀雄）。 

岩槻市大口、大谷 ◇ 7月14日午後 6時頃、 

アシ原を数百～千羽のツバメが広く飛んで

いた。埼入りか（鈴木紀雄）。 

岩槻市増長 ◇ 7月16日午後 2時頃、休耕田

でジシギ類 2羽。飛んだ際、翼下面暗色、 

次列風切先端の白帯が見えなかったのでタ

シギではなかった。 7月加日午前10時頃、 

道路脇の休耕田でジシギ類1羽発見、じっ 

くり観察。全体にオオジシギほど淡色でな 

く茶色味がある。側頭線ははっきりしてい

るが、頭央線はクチバシ基部に達していな

い。眉斑は目の前で幅広く、目の後ろでぼ

やけている。目は、ハリオシギほど大きく

見えない。クチバシはタシギほど長くなく 

ハリオシギほど短くない。過眼線は、目よ

り前で太くない。肩羽の羽縁は内縁、外縁 

とも淡色で内縁も外縁ほどでないが、幅を

保っている。初列風切がほんの少し三列風

切より出ていて、初列風切のP1oとPgの

間が狭くなかった。尾羽がオオジシギほど 

（ホオジ口 手塚正義） 

三列風切より出ているようには見えなかっ

た。以上のようなことからチュウジシギと

判断した（鈴木紀雄）。 

岩槻市尾ケ崎 ◇7月19日午後 3時頃、水田

地帯の休耕田でケリ幼鳥1羽、以前からこ

の辺りでのケリ繁殖のうわさを聞いていた

が、本当だったらしい（鈴木紀雄）。 

戸田市道満彩湖 ◇ 8月12日、ムナグロ1羽。 

8月23日、ショウドウツバメ 9羽。 8 月29 

日、アオバト 1羽（高橋達也）。 

戸田市戸田公園 ◇ 8月28日、センダイムシ

クイ 1羽（高橋達也）。 

さいたま市白幡沼 ◇ 8月13日午後 4時過ぎ

東南岸でアカガシラサギ 1羽。翌日から数

日間、同時刻に観察できたが、その後出現

せず（江浪功）。◇ 9月1日午前 7時頃、 

道祖神のある桜の木の水面に近い枯れ枝で

ササゴイの1早が水面を眺め、餌を探して

いた（志賀敢）。 

川越市西川越 ◇ 7月10日、休耕田でアマサ

ギ 4羽（佐久間博文）。 

川越市南古谷 ◇ 7月23日午後 2時頃、ムナ

グロ1羽、オオジシギ 3羽（鈴木紀雄）。 

表紙の写真 

シジュウカラ（スズメ目シジュウカラ科シジュウカラ属） 

身近にいる鳥なのだが、バードウォッチングの入門時に、こんな鳥がいたのだと感動した

人は多いだろう。慣れた後でも、旅先の宿にエサ台があると、ついつい見とれてしまい、背

の色や黒ネクタイの幅など、図鑑と同じだなと妙に納得してしまう。 

写真・松村禎夫（さいたま市）文・編集部 



期日】10月 7日（日） 

集合】午前 9時、北本自然観察公園駐車場。 

交通】JR高崎線北本駅西口アイメガネ前よ

り北里メディカルセンター病院行きバ

ス 8 】 40発にて「自然観察公園前」下

車。 

担当】岡安、大坂、内藤、島田、立岩、永野 

（安）、永野（京）、今井、山野 

見どころ】 「砂のような雲が空をさらさらと

流れていた」（堀辰雄）。 

風清む里山に赤トンボが飛び交う。 

モズの高鳴きを聞きながら、鳥の渡り

を観察します。タカ、キツツキ、ヒタ

キ類に期待。 

i製 
	

＝、 

〈差間コース〉 

期日】10月 7日（日） 

集合】午前 9時、さいたま市くらしの博物館

民家園前 

交通】JR浦和駅西口バス 1番乗り場より、 

浦和美園駅行き 8 : 30発、または東川

口駅北口行き 8 :38発に乗車、 「念仏

橋」下車。 

後援】さいたま市くらしの博物館民家園 

担当】手塚、伊藤、工藤、倉林、吉岡（洋）、 

若林、新井（勇） 

見どころ】秋の渡りたけなわ。今年はどのよ

うな鳥に出会えるでしようか。気の早 

特別な場合を除いて予約申し込みの必要は

ありません。初めての方も、青い腕章をした

担当者に遠慮なく声をおかけください。私達

もあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費は一般100円。会員と中学生以下50 

円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ

袋、もしあれば双眼鏡など。解散時刻は、特

に記載のない場合、正午から午後1時頃。悪

天候の時は中止、小雨決行です。 

自然保護のため、できるだけ電車バスなど

をご利用のうえ、指定の集合場所までおいで

ください。 

い冬鳥たちとの再会も楽しみです。調

節池の工事が進んだ差間ですが、見ど

ころはいっぱい。 

ご注意】調節池の工事のためヘルシーロード

コースに変更の場合があります。 

ケ瀬 

期日】10月 8日（月・祝） 

集合】午前 8時、JR浦和駅西口パスロータ

リー、集合後パスで現地（やつしまニ

ュータウン）ノ＼。 

担当】福井、楠見、小林、倉林 

見どころ】昨秋は雨で中止のため 2年ぶり。 

春もそうだけど、雨の中止が多く、し

ゃれ男も雨男になってしまった。でも

鳥は季節を忘れることなく渡来する。 

そんな秋ケ瀬の秋へあきずにどうぞ。 

島 

期日】10月14日（日） 

集合】午前 9時30分、秩父鉄道大麻生駅前 

交通】秩父鉄道熊谷9 :11発、または寄居 

8 】 49発に乗車。 

担当】和田、森本、中里、石井（博）、倉崎、 

松本、高橋、後藤、藤田 

見どころ】ススキがゆれる草原、色づいた森、 

もう秋は真っ盛り。冬鳥たちもそろそ

ろ到着のころです。今年も異常な暑さ

が統きましたが、渡りへの影響はどう

でしょうか。どんな鳥に出会えるかは

来てからのお楽しみ。 

一
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しらこばと』袋づめの会 

とき】10月20日（土）午後1時～ 2時ころ

会場】支部事務局108号室 

長野県・戸隠飯綱高原探鳥会（要予約）  

期日】10月20日（土）~21日（日） 

定員に達しましたので締め切りました。 

さいたま市‘ 三室地区定例探鳥会 

期日】10月21日（日） 

集合】午前 8時15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時、さいたま市立浦和博物館前。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当】楠見、福井、手塚、倉林、渡辺（周）、 

若林、兼元、森（力）、清水、小菅、 

新部 

見どころ】カモたちも芝川で長旅を癒してい

る 0 空にタカたちが飛んでくるような

気持ちよい上昇気流が流れて、秋の鳥

見日和はやってきた。モズの高鳴きに、 

カワセミの青の線が光っている。この

すがすがしい季節にぜひ見沼へどうぞ。 

行田市。さきたま恰噴公園採鳥会 

期日】10月21日（日） 

集合】午前 9時30分、県立さきたま資料館前

レストハウス。 

交通】JR高崎線吹上駅北口より、朝日バス

行田車庫（佐間経由）行き 8 : 52発に

て、 「産業道路」下車、徒歩約15分。 

担当】内藤、岡安、和田、立岩、石井（博）、 

松本 

見どころ】気持ちのよい日々が続きます。空

良し、風良し、これで鳥がたくさん出

てくれれば言うことなし。今年はどう

やら水不足の心配は無いので、カモの

第一陣はもう古墳の池で長旅に羽を休

めているはずです。 

川越市‘西川越探鳥会 

期日】10月28日（日） 

集合】午前 9時10分、JR川越線西川越駅前。 

交通】JR川越線大宮 8 :36→川越にて 8 】 

57発八王子行きに乗り継ぎ乗車、西川

越下車。 

担当】佐久間、長谷部、山本（真）、中村（祐）、 

池永、山本（義） 

見どころ】今年もタゲリは来てくれているか

な。タカ類も里に出てくる時期です0 

水辺ではサギやカモたち、そして定番

のカワセミも待っています。 

北川辺町・渡良瀬遊水地探鳥ま」 

期日】10月28日（日） 

集合】午前 8時15分、東武日光線柳生駅前ま

たは午前 8時30分、中央ェントランス

駐車場 

交通】東武日光線新越谷 7 :15→春日部 7 】 

29→栗橋 7 : 54→柳生 8 : 04着。また

は JR宇都宮線大宮7 】 08→栗橋 7 】 

43着にて、東武日光線乗り換え。 

解散】午後12時ころ、谷中村史跡駐車場。 

担当】橋口、玉井、内田、田過、四分一、中

里、田村、伊藤（隆） 

見どころ】タカの渡りの季節です。谷中湖に

もシベリヤからカモが到着しにぎやか

です。湖を巡り、谷中村史跡の林で冬

鳥を探します。昼食持参でお出かけく

ださい。集合時刻が 1時間早まりまし

たのでご注意ください0 

◆行事案内は 4ページにもあります。 

第 4回カラス・シンポジウム 

「とうきょうのカラスをこうして減らす・ 2j 

日時】2001年10月14日（日） 

午後1時～ 5時 

場所】立教大学 5号館5122教室（豊島区 

西池袋、池袋駅から徒歩 5分） 

定員】先着100名 

資料代】1000円 

主催】日本野鳥の会東京支部（TELO3 - 

5273一5141)、立教大学 

後援】 （財）日本野鳥の会、 （財）日本 

鳥類保護連盟 
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3月24日（土）栃木県 日光東照宮裏山 

参加：斜人 天気】晴 	
ノ 

コガモ トビ キジバト ヤマセミ アオゲラ

アカゲラ コゲラ イワツバメ キセキレイ ハ

クセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ カワガ

ラス ミソサザイ カヤクグリ ジョウビタキ

ツグミ ウグイス ェナガ コガラ ヒガラ ヤ

マガラ シジュウカラ ゴジュウカラ キバシリ

ホオジロ カシラダカ アオジ アトリ カワラ

ヒワ マヒワ ベニマシコ スズメ ムクドリ

カケス ハシボソガラス ハシブトガラス（37 

種）古い時刻を支部報に載せてしまってごめんな

さい。でも遅れた人は2人のみで安I叫 1日それ

なりに楽しめたと思う。 

4月1日（日） 北川辺町 渡良瀬遊水地 

参加】32人 天気】曇 	
ノ 

カイツブリ カンムリカイツブリ カワウ ダイ

サギ コサギ アオサギ マガモ カルガモ コ

ガモ ョシガモ オカョシガモ ヒドリガモ オ

ナガガモ ハシビロガモ ホシハジロ キンクロ

ハジロ スズガモ トビ ノスリ サシバ チュ

ウヒ ハヤブサ キジ オオバン コチドリ イ

ソシギ セグロカモメ シラコバト キジバト

ヒバリ ショウドウツバメ ツバメ ハクセキレ

イ セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ

アカハラ ツグミ ウグイス シジュウカラ ホ

オジロ カシラダカ アオジ オオジュリン ス

ズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガラ

ス（49種）お天気は上々。他2カ所の探鳥会のた

めか参加者は少な目だが、谷中湖には思った以上

の残りガモがいた。野焼き前の不審火の影響で猛

禽の出現が心配されたが、かえって見晴らしのよ

くなった焼け跡に集中して姿を現してくれた。出

現鳥種も昨年を大きく上回った。 （橋口長和） 

5月20日（日） 加須市 はなさき公園 

参加】37人 天気】晴 

カワウ ゴイサギ チュウサギ コサギ アオサ

ギ カルガモ オオタカ チョウゲンボウ キジ

コチドリ シラコバト キジバト ヒバリ ツバ

メ ハクセキレイ ヒョドリ コョシキリ オオ

ョシキリ セッカ ホオジロ カワラヒワ スズ

メ ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハシブ

トガラス（26種）5月の風が心地よく吹く中、ス

タートした。公園内では鳥影がうすく、ほとんど

植物観察ですごした。園外に出ると、オオタカ、 

チョウゲンボウが立て続けに出てくれた。アシ原

ではオオョシキリ大合唱団が迎えてくれた。シラ

コバトが間近で見られ、初めて見る人は満足のよ

うだった。カッコウの声が聞こえなかったのが残 

念だった。 	 （中里裕一） 

5月20日（日） さいたま市 三室地区 

参加者】81人 天気】日青 	
ノ 

カワウ ダイサギ コサギ アオサギ カルガモ

チョウゲンボウ コジュケイ キジ バン コチ

ドリ キジバト カッコウ コゲラ ヒバリ ツ

バメ ハクセキレイ ヒョドリ モズ ウグイス

オオョシキリ セッカ シジュウカラ メジロ

ホオジロ カワラヒワ スズメ ムクドリ オナ

ガ ハシボソガラス ハシブトガラス（30種）さ

ながらカッコウの一日。姿も声も参加者全員が堪

能した。暑さを避けて代用水の西縁を歩いた。桜

の葉が茂ってシジュウカラの虫取りの声が聞こえ

て楽しかった。チョウゲンボウもホバリングを繰

り返して、これもいいものだった。すっかり緑の

見沼は、これから子育ての季節。 （楠見邦博） 

/5月26-27日（土～日）長野県 戸隠・飯綱高原、 

、参加 29人 天気 26＝晴後時々雨、27＝曇後晴ノ 

カイツブリ アオサギ カルガモ ハチクマ ト

ビ イヌワシ キジ オオジシギ キジバト ジ

ュウイチ カッコウ ツツドリ ホトトギス ア

マツバメ アオゲラ アカゲラ コゲラ ツバメ

イワツバメ キセキレイ セグロセキレイ サン 

コガモ 
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ショウクイ ヒョドリ モズ ミソサザイ コル

リ マミジロ クロツグミ アカハラ ウグイス

オオョシキリ センダイムシクイ キクイタダキ

キビタキ オオルリ コサメビタキ ェナガ コ

ガラ ヒガラ ヤマガラ シジュウカラ ゴジュ

ウカラ メジロ ホオジロ ノジコ アオジ ク

ロジ カワラヒワ イカル ニュウナイスズメ

スズメ コムクドリ ムクドリ カケス 二」ナガ

ハシボソガラス ハシブトガラス（57種）スカッ

とした好天ではなかったが、鳥見には最高のコン

ディション。一の鳥居では、早速キビタキが出迎

えてくれる。ここで見るのは久しぶりである。そ

の後、別個体も見られ、今年はキビタキの当たり

年かもしれない。その後、コサメビタキ、カラ類

などを見て昼食。足元の植物にも話題が広がる。 

別荘地を抜けて台座法師池へ。オオョシキリに出

迎えられる。翌日は3時に起床。オオジシギのデ

ィスプレイフライトが堪能できた。植物園でもキ

ビタキが多く、なかなか姿の見られないコルリ、 

クロジの姿が、参道ではマミジロが高らかにさえ

ずっている姿もばっちり観察できた。（菱沼ー充） 

5月27日（日） 狭山市 入間川 
	、 

参加】15人 天気】雨 	
ノ 

カイツブリ カワウ ササゴイ コサギ カルガ

モ トビ イソシギ キジバト アオゲラ コゲ

ラ ヒバリ ツバメ イワツバメ ハクセキレイ

セグロセキレイ ヒョドリ モズ オオョシキリ

セッカ シジュウカラ メジロ ホオジロ カワ

ラヒワ スズメ ムクドリ オナガ ハシブトガ

ラス（27種）雨にもかかわらず15人の参加があっ

たので、いつもどおりの探鳥会としてスタート。 

雨具のため鳥は見づらいが、案外多くの鳥が現れ

てくれる。特に、カルガモ、ツバメ、シジュウカ

ラの幼鳥たちがよく見られ、みんなをほのぼのと

した気持ちにしてくれた。 

6月3日（日） さいたま市 民家園周辺 

参加】41人 天気‘晴 

カワウ ョシゴイ アオサギ カルガモ チョウ

ゲンボウ コジュケイ キジ バン コチドリ

コアジサシ キジバト カッコウ カワセミ ヒ

バリ ツバメ イワツバメ ハクセキレイ ヒョ

ドリ モズ コョシキリ オオョシキリ セッカ

ホオジロ カワラヒワ シジュウカラ スズメ 

ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（30種）予定どおりに差間コースを歩く。調

整池の工事が進んでいたが、「心配はご無用」とた

くさんのオオョシキリが歌い、水辺ではョシゴイ

が飛び、コアジサシが見事なダイビングを見せて

くれた。例年になく数が多いコョシキリをじっく

り観察して、上出来の30種で終了。 （手塚正義） 

6月10日（日） 熊谷市 大麻生 

参加】23人 天気】曇

カイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ マガ

モ カルガモ トビ キジ バン キジバト カ

ッコウ ヒメアマツバメ コゲラ ヒバリ ツバ

メ イワツバメ ハクセキレイ セグロセキレイ

ヒョドリ ウグイス オオョシキリ セッカ シ

ジュウカラ ホオジロ カワラヒワ スズメ ム

クドリ ハシボソガラス ハシブトガラス（29 

種）今にも降り出しそうな梅雨空のためか探鳥会

は当地だけにもかかわらず参加者は少なかった。 

カッコウの声を遠くに聞きながら歩く。今、子育

ての真最中で、ツバメ、ハクセキレイ、カワラヒ

ワ、マガモの幼鳥が見られた。カッコウの幼鳥は

見られなかったが、成鳥が近くで見られ満足。 

（和田康男） 

6月16日（土）『しらこばと』袋づめの会 

ボランティア】11人 
、 

新井浩、伊藤泰一郎、海老原教子、大坂幸男、尾

崎甲四郎、島田沙織里、島田貴子、志村佐治、成

瀬慶一、増尾隆、渡辺嘉男 

6月H日 さいたま市 三室地区 

参加】72人 天気，晴 

カワウ カルガモ オオタカ コジュケイ キジ

バン コチドリ キジバト コゲラ ヒバリ ツ

バメ イワツバメ ハクセキレイ セグロセキレ

イ ヒョドリ モズ ウグイス オオョシキリ 

セッカ シジュウカラ ホオジロ カワラヒワ

スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハ

シブトガラス（27種）暑い日だった。たくさんの

参加者があってにぎやカ、 恒例の共立女子大の研

修生も6名参加。カルガモの親子連れも可愛く出

現した。見沼たんぼはなにもなくても緑とたんぼ

や畑のあいだを渡ってくる風が心をなごませてく

れる。見沼たんぼは暑い夏を迎える。（楠見邦博） 
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関東地区9支部の代表が定期的に集まって

情報交換やブロックとしての意思決定をする

関東ブロック協議会。今年は千葉県支部の主

催。 9月1日（土）君津市内で開催され、当

支部から海老原美夫・藤掛保司両副支部長と

高文子・橋口長和両幹事、楠見邦博監事の5 

名が出席しました。 

各支部からの近況報告、保護活動に関する

意見交換などの後、次期理事候補として奥多

摩支部の鈴木君子支部長を推薦することなど

が決まりました。 

翌2日（日）は小橿川河口の視察が予定さ

れていましたが、支部のリーダー研修会のた

めに残念ながら欠席、 5名とも深夜の帰宅と

なりました。 

●第9次鳥獣保護計画などに関する話し合い

現在平成 14 年度からの第9次鳥獣保護計画

の策定作業が全国的に進められています。 

8月10日（金）、県みどり自然課の担当官が支

部事務局をおとずれ、海老原副支部長と鳥獣保

護区の拡大などに関する話し合いをしました。 

普及活動 

8月 27 日（月）、総合的な学習として草加市立  

青柳中学校の生徒に対し、陶山和良会員が指

導しました0 

●役員の辞任 

高文子幹事と高旭法リーダーご夫妻（上尾

市）は、石川県に転居することになり、役員・リー 

ダーを辞任することになりました。支部へのご尽

力ありがとうございました。 

●ごめんなさいコーナー 

9月号8ページ袋づめの会の日付「9月15日」 

は、[9月 22 日」の間違いでした。最近3回の会

に出席された方には葉書などで、その他は探鳥

会などで広報につとめましたが、申し訳ありませ

んでした。 

Olo月の一務局 土曜と日曜の予定 

6日（土）11月号編集、普及部会議。 

13 日（土）11月号校正。 

20 日（土）11月号袋づめの会。 

21日（日）役員会。 

●会員数は 

9月1日現在2,778 人です。 

活動報告 

8月8日（水） 9月号校正（海老原美夫）。 

8月 19 日（日）役員会議（司会：田退八州雄、関

ブロ会議準備・行事予定の追加・その他）。 

8月 20 日（（月） 9月号発送（倉林宗太郎）。 

編集後記 

三郷市北部の武蔵野線操車場跡地。今年はコ

アジサシのコロニーが形成され、飛ぶ姿をずい

ぶん楽しませてもらった。しかし、そこに架か

る跨線橋の撤去が始まった。橋で繁殖していた

チョウグンボウはどこに行くのだろう。（山） 
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